
第 4 章 江戸時代後期の虎屋

上組帳簿箱（寛政10年） 上菓子屋仲間は上組・中組• 西
組• 南組・東組に分かれていた。 仲間に関する重要文書は、
専用の箱に入れられていた（松屋若狭旧蔵）

(
1
)青
木
直
己

「図
説
和
菓
子
の
今
昔

j

淡
交
社
平
成
十

二
年
（
二
0
0
0
)

+
 

月

l

上
菓
子
屋
仲
間

一
、
上
菓
子
屋
仲
間
の
結
成

菓
子
を
扱
う
商
人
や
職
人
の
種
類
は
多
い
。

煎
餅
屋
や
飴
屋
の
よ
う
に
、

た
い
て

い
は
商
う
菓
子
名
を
冠
し
て
呼
ば

れ
る
場
合
が
多
い
。
一
方
、
扱
う
菓
子
の
種
類
か
ら
上
菓
子
屋
と
称
さ
れ
る
一
群
の
菓
子
屋
が
あ

っ
た
。

上
菓
子
と
は

禁
裏
や
将
軍
家
、
公
家
や
大
名
あ
る
い
は
門
跡
寺
院
や
各

宗
派
本
山
や
大
神
社
な
ど
へ
菓
子
を
献
上
す
る
こ
と
か
ら
、

「
上
」
の
字
を
冠
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ

も

上
等
な
菓
子
を
扱
う
と
こ
ろ
か
ら
き
た
呼
び
名
と
思

わ
れ
る
。

上
菓
子
は
、
茶
の
湯
菓
子
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
御
所
な
ど
へ
の
献
上
に
も
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
な

っ

て
、
よ
り

高
級
な
イ
メ
ー
ジ
が
出

る
よ
う

に
名
前
が
献
上
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

ま

た
、
上
菓
子
は
使
わ
れ
る
材
料
も
高
級
で
、
砂
糖
は
氷
砂
糖
や
白
砂
糖
を
用
い
て
い
た
。

安
氷
四
年
(

-
七
七
五
）
、
京
都
の
上
菓
子
屋
は
仲
間
を
結
成
し
て
い
る。

こ
の
当
時
は
、
老
中
田
沼
意
次
が
積
極

的
な
経
済
政
策
を
展
開
し
て
、
商
品
の
流
通
過
程
か
ら
冥
加
金
と
い
う
か

た
ち
で

一
種
の
営
業
税
を
徴
収
し
、
幕
府
の

収
入
増
加
を
図
っ

て
い
た
時
期
で
あ
り
、
上
菓
子
屋
仲
間
の
結
成
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
も

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
、
よ
り
直
接
的
に
は
、

当
時
貰
重
な
輸
入
品
で
あ
っ
た
白
砂
糖
の
使
用
を
上
菓
子
届
の
み
に
制
限
し
て
、
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(
2
)青
木
直
己
「
上
菓
子
屋
仲
間
と
禁
裏

御
用
菓
子
屋
」
「和
菓
子
」
第
三
号
虎

屋
文
庫
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）

三
月

所
収

(
3
)「図
説
和
菓
子
の

今
昔
j

な
お
か
つ
仲
間
に
加
入
し
な
い
類
似
商
を
排
除
し
て
仲
間
共
通
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

禁
裏
御
用
菓
子
屋
三
軒
（
虎
屋

・

ニ
口
屋
•
松
屋
）
は
、
仲
間
か
ら
の
要
請
を
受
け
て

二
年
後
の
安
永
六
年
に
加

上
菓
子
屋
仲
間
は
そ
の
後
、
天
明
八
年
(

-
七
八
八
）
の
大
火
に
よ
っ
て
崩
壊
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
寛
政
十

二

年
(

-
八
0
0
)
に
仲
間
の
名
前
帳
を
幕
府
に
提
出
、
翌
享
和
元
年
(

-
八
O
-
）
に
は
上
菓
子
屋
仲
間
を
大
火
以
前

の
時
点
に
も
ど
し
て
復
活
し
、
年
に
銀
五
枚
（

二
十
五
匁
）
の
冥
加
金
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

。

こ
う
し
て

一
度
は
再
興

し
た
上
菓
子
屋
仲
間
で
あ
っ
た
が
、
天
保
の
改
革
に
よ
り
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
株
仲
間
禁
止
令
で
解
散
さ
せ
ら
れ
、
嘉

永
七
年
(

-
八
五
四
）
に
三
た
び
結
成
と
、
曲
折
を
経
て
い
る

。

二
、
上
菓
子
屋
仲
間
の
構
成
と
運
営

ニ
四
八
軒
か
ら
な
る
上
菓
子
屋
仲
間
加
入
者
か
ら

二
名
の
惣
代
が
選
ば
れ
、
そ
の
下
に
西
組
・
上
組

•

南

組
・
中
組

・

東
組
の
五
組
が
あ
っ
た

。

各
組
に
は
そ
れ
ぞ
れ
行
事

二
名
と
老
分

一
名
が
置
か
れ
、
組
の
運
営
に

あ
た
っ
て
お
り
、
虎
屋
は
上
組
に
所
属
し
て
い
た

。

ち
な
み
に
再
興
後
の
享
和

三
年
(

-
八
0
三
）
の
各
組
の

人
数
は
、
西
組
四
十
六
名
、
上
組
五
十

一
名
、
南
組
五
十
四
名
、
中
組

三
十
八
名
、
東
組
四
十
九
名
で
合
計

二

(3
)
 

三
八
名
に
な
る

。

こ
れ
は
仲
間
の
定
数
か
ら
す
る
と
十
名
ほ
ど
少
な
い
が
、
休
業
や
廃
業
に
よ
る
休
株
に
よ
っ

て
欠
員
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

。

仲
間
で
は
毎
年
正
月
と
八
朔
（
八
月

一
日
）
の
年
に
二
回
、
仲
間
か
ら
負
担
金
を
集
め
て
京
都
町
奉
行
へ
礼

物
と
し
て
上
納
し
て
い
る

。

ま
た
、
惣
代
や
行
事
な
ど
の
役
職
に
就
任
す
る
な
ど
の
義
務
も
あ
っ
た

。

し
か
し
、

当
時
禁
裏
菓
子
御
用
を
勤
め
て
い
た
虎
屋
・

ニ
口
屋

•

松
屋
の
三
軒
は
仲
間
役
儀
の
負
担
を
免
除
さ
れ
て
い

た
。

こ
の
三
軒
は
御
所
御
用
や
奉
仕
な
ど
の
役
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
う
え
仲
間
に
対
す
る
役
ま
で
負
担
す
る

と
な
る
と
、

二
重
の
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
負
担
を
求
め
る
仲
問
側
と

入
し
て
い
る

。
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第 4 章 江戸時代後期の虎屋

上菓子屋仲間鑑札 （裏表）嘉永7年に再興された際に交付

を
つ
け
て
い
る

。

御
用
の
種
類

江
戸
時
代
を
通
じ
て

二
軒
か
ら
四
軒
ほ
ど
で
あ

っ
た
禁
裏
御
用
菓
子
屋
の
な
か
で
も
、
虎

屋
と

二
口
屋
は
大
店
で
、

ひ
し
は
な
び
ら

枠
菓
子
、
数
菓
子
、
干
菓
子
は
も
ち
ろ
ん
正
月
の
菱
絶
や
、
七
夕
の
索
餅
な
ど
御
所
で
使
わ
れ
る
行

事
食
も
納
め
て
い

る
。

ま
た
、
う
ど
ん
や
そ
ば
切
を
納
め
て
い
る
記
録
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
真
名
汁
（
魚
出
汁
）
あ
る
い
は
精
進
出
汁

六
月
朔
日
に
は
、
氷
餅
を
摂
津
国
勝
尾
寺
（
現
大
阪
府
箕
面
市
）
の
印
の
あ
る
袋
に
入
れ
て
納
め
て
い
た

。

ま
た
夏

の
土
用
に
京
都
所
司
代
か
ら
各
御
所
に
非
常
食
と
し
て
進
献
さ
れ
る
楯
（
引
飯
）
も
虎
屋
か
ら
納
め
て
い
た

。

楠
は
蒸

一
、
江
戸
時
代
後
期
の
御
用
と
売
り
上
げ

2

江
戸
時
代
後
期
の
御
所
と
御
用

同
業
組
合
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る

。

れ
る
。

た
び
た
び
論
争
と
な
っ
て
い
る

。

結
局
は
負
担
免
除
を
主
張
す
る
禁
裏
御
用
菓
子
屋
た
ち
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
経
緯
を
み
て
も
虎
屋
が
上
菓
子

屋
仲
間
に
加
入
し
た
の
は
、
幕
府
公
認
の
株
仲
間
が
白
砂
糖
の
使
用
を
独
占

し
て
い
る
た
め
、
そ
の

資
格
を
得
て
白
砂
糖
の
入
手
を
確

実
に
し
た
い
か
ら
と
い
う
の
が

最
大
の
理
由
だ
っ
た
と
思
わ

こ
の
上
菓
子
屋
仲
間
は
、
幕
府
崩
壊
後
の
慶
応
四
年
(

-
八
六
八
）
に
廃
止
さ
れ
、
上
菓
子

屋
以
外
の
菓
子
屋
も
合

せ
、
約
五
0
0

軒
が
加
入
し
た
菓
子
屋
仲
間
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
る

。

京
都
に
は
、
ほ
ぼ
上
菓
子
屋
と
同
じ
数
の

菓
子
屋
が
営
業
し
て
い
た
こ
と
に
な
る

。

こ
の
仲
間
は
、
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
別
と
し
て
、
組
織
と
し
て
は
現
在
の
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第 1 部 前近代の虎屋

出典：各御所 「御用控帳」

(
4
)「上
菓
子
屋
仲
間
と
禁
襄
御
用
菓
子
屋
」

し
た
米
を
乾
燥
さ
せ
た
保
存
食
で
、
年
に

一
度
の
取
り
替
え
を
虎
屋
が
承
っ
て
い
た
の
で
あ
る

。

そ
の
ほ
か
で
注
目
す
べ
き
御
用
に
砂
糖
が
あ
っ
た

。

こ
の
御
用
は
安
永
四
年
(

-
七
七
五
）
二
月
十
四
日
に
命
じ
ら

れ
た
も
の
で
、
虎
屋
と

二
口
屋
が
毎
月
交
代
で
勤
め
て
い
た

。

ち
な
み
に
こ
の
時
期
か
ら
砂
糖
御
用
が
始
ま
っ
た
の
は
、

多
く
の
商
人
が
連
座
し
て
御
用
を
免
ぜ
ら
れ
た
安
永
事
件
に
よ
っ
て
、
砂
糖
を
納
め
て
い
た
商
人
が
追
放
さ
れ
、
御
用

を
勤
め
ら
れ
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る

。

も
ち
ろ
ん
菓
子
の
重
要
な
材
料
で
あ
る
砂
糖
の
御
用
も
兼

ね
る
こ
と
は
、
虎

屋
の
経
営
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
高
か
っ
た
に
違
い
な
い

。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
江

戸
時
代
中
期
の

一
時
期
を
の
ぞ
い
て
虎

屋
の
売
り
上
げ
の
全
体
的
な
推
移
は
わ
か
ら
な

い
。

御
所
御
用
の
注
文
記
録
は
禁
裏
、
仙
洞
、
女
院
な
ど
御
所
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
す
べ
て
が
残
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い

。

ま
た
幕
府
や
大
名
あ
る
い
は
町
方
の

注
文
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
全
体
の
売
り
上
げ
を

把
握
で
き
な
く
し
て
い
る

。

こ
れ
は
火
災
に
よ
る
帳
簿
焼
失
に
加
え
、
史
料
整
理
に
際
し
て
、
御
所
の
御
用
関
連
を
優

先
さ
せ
て
残
し
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

。

こ
こ
で
は
参
考
と
し
て
各
御
所
の
売
り
上
げ
が
判
明
し
て

い
る
安
永

・

天
明
年
間
(

-
七
七
ニ
ー

八
九
）
の
う
ち
、
安
永
九
年
(

-
七
八
O
)
と
天
明
元
年
(

-
七
八

一
）

年
間
の
売
り
上
げ
を
示
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い

。

ち
な
み
に
史
料
と
し
て
使
用
し
た

の
二

両
年
と
も
菓
子
を
お
届
け
し
た
御
所
は
、
禁

裏

•
仙
洞
・
准
后
・
女
院

•
新
女
院
の
五
つ
で
あ
っ
た

。

禁
裏
御
所
に

じ
ゅ
さ
ん
ぐ
う

は
光
格
天
皇
が
住
ま
わ
れ
、
以
下
仙
洞
は
後
桜
町
上
皇
、
准
后
と
は
正
式
に
准
三
后
と
い
っ
て
、
皇
族
や
公
家
あ
る
い

は
僧
侶
の
う
ち
太
皇
太
后

•

皇
太
后

•

皇
后
に
准
じ
た
待
遇
を
与
え
ら
れ
た
人
を
指
す

。

女
院
や
新
女
院
は
天
皇
の
元

妃
や
内
親
王
の
う
ち
、
特
に
院
号
を
賜
っ
た
女
性
を
い
っ
た

。

売
り
上
げ
は
総
計
で
、
安
永
九
年
が
銀
二
十
八
貫
七
四
九
匁
七
分
九
厘

一
毛
、
天
明
元
年
が
三
十
二
貰
五
八
六
匁
六
分

九
厘
一
毛
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
を
金
に
換
算
す
る
と
約
四
七
九
両
、
約
五
四
三
両
に
の
ぼ
る

。

こ
の
ほ
か
に
幕
府
や
大

と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

。

売
り
上
げ

「
御
用
控
帳
」
は
、
各
御
所
ご
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,< .. o Tヰ，芍ぃ
:;，'''""虹ビ；五， ｷ 心"'""

糖袋雛形（宝永2年6月）京都所司代から御所へ進献された穏の袋
うどんの汁を入れた徳利 （江戸時代）
専用の外箱も用意された

献
上
は
御
用
を
勤
め
る
菓
子

屋
が
連
名
で
行
う
の
が
通
例
で

、

虎
屋
と
二
口
屋
二
軒
の
連
名
の
場
合
が
多
い
が
、

松
屋
や
川
端
道
喜
の
名
前
が
み
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
献
上
ご
と
に
御
用
傾
人
の
組
み
合
せ
を
決
め
た
の
で
あ
ろ

う
。

虎
屋
が
献
上
し
た
品
は
、
鯛
な
ど
の
場
合
も
あ
る
が
、
や
は
り
菓
子
が
最
も
多
く
、
そ
の
種
類
も
献
上
ご
と
に

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る

。

例
え
ば
、
文
化
六
年
(

-
八
0
九
）
三
月

二
十
四
H

、
後
の
仁
孝
天
皇
の
東
宮
立
坊
（
立
太
子
）
の
際
に
は
禁
裏

（
光
格
天皇
）
御
所
と
東
宮
御
所
に
虎
屋
、

二
口
屋
、
松
屋
連
名
で
生
鯛
を
献
上
し
、
仙
洞
（
後
桜
町
上
皇
）
御
所

ど
の
喜
び
ご
と
の
献
上
を
指
し
て
い
る
。

よ

く
献
上
と
御
用
が
混
同
さ
れ
る
の
で

、

ま
ず
そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い

。

御
用
商
人
に
と

っ
て

献
上
と
は
朝
廷
の
年
中
行
事
や
慶
事
あ
る
い
は
仏
事
な
ど
の
折
、
扱
う
商
品
や
そ
の
他
の
も
の
を
無
償
に
て
奉
る
も

の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
献
上
を
願
っ
た
者
す
べ
て
の
希
望
が
叶
う
わ
け
で
は
な
く

、

朝
廷
よ
り
許
さ
れ
た
者

の
み
が
行
え
た

。

献
上
を
行
え
る
と
い
う
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
御
用
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
。

「
後
陽
成
院
様
御
代
よ

り
御
用
諸
色
書
抜
留
」
に
よ
れ
ば

、

虎
屋
は

「年
頭
八
朔
御
即
位
井
恐
悦
度
」
な
ど
の
た

び
に
古
来
よ
り
献
上
を
行
っ
て
き
た

。

年
頭
は
正
月
の
年
始
に
行
う
献
上
で
、
八
朔
と
は
八
月

一
日
に
贈
答
を
行
う

慣
例
に
よ
る
献
上
で
あ
る

。

「
御
即
位
」
は
天皇
の
即
位
時
の
献
上
、
恐
悦
と
は
婚
礼
や
立
太
子
あ
る
い
は
誕
生
な

献
上

名
あ
る
い
は
町
方
の
売
り
上
げ
も
か
な
り
あ
っ
た
は
ず
で

、

合
わ
せ
れ
ば
相
当
な
金
額
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

。

各
御
所
の
売
り
上
げ
の
構
成
比
を
み
る
と
、
や
は
り

禁
裏
御
所
の
金
額
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
公
の
行
事
や
儀
式

の
回
数
が
多
い
の
が
禁
裏
御
所
で
、
必
然
的
に
菓
子
御
用
を
承
る
回
数
も
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

。
安
永
九
年
六
十

一
パ
ー

セ
ン
ト

、

天
明
元
年
四
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
と
こ
の

二
年
間
は
変
動
が
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
約
半
分
を
占

め
て
い
る
。

以
下
、
仙
洞
御
所
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
、
次
い
で
准
后

、

女
院
、
新
女
院
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の

傾
向
は
他
の
年
も
同
様
で
あ
る
が
、
准
后
や
女
院
は
随
時
置
か
れ
た
の
で
御
所
の
数
に
は
変
動
が
あ
っ
た
。
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第 1 部 前近代の虎屋

用
に
は
加
わ
っ
て
は
な
ら
な
い

。

「
掟
書
」
の
奥
書
に
は
、
天
正
年
間
(

-
五
七

――
-i
九
二
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
文
化

二
年
(

-
八
0
五
）
に

書
き
改
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る

。

少
し
長
く
な
る
が
、
以
下
に
内
容
を
要
約
し
て
み
よ
う

。

一
、
毎
朝
六
ツ
時
（
午
前
六
時
頃
）
に
は
店
の
掃
除
を
す
る
こ
と

。

一
、
倹
約
を
第

一
に
心
が
け
、
良
い
提
案
が
あ
れ
ば
各
自
文

書
に
し
て
提
案
す
る
こ
と

。

一
、
菓
子
の
製
造
に
あ
た
っ
て
は
常
に
清
潔
を
心
が
け
、
口
や
手
な
ど
を
た
び
た
び
洗
う
こ
と

。

ま
た
、
女
は
御

一
、
ど
の
よ
う
な
方
で
も
お
客
様
を
お
訪
ね
し
た
ら
長
話
は
せ
ず
、
丁
寧
に
お
答
え
し
て
速
や
か
に
帰
店
す
る
こ

掟
書
写

で
あ
る

。

二
、
経
営
の
逼
迫
と
店
制
の
改
革

と
中
宮
御
所
に
は
、

三
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
悼
菓
子

三
本
を
台
に
載
せ
て
献
上
し
て
い
る

。

ち
な
み
に
菓
子
は
「
青
海
波
」

「
舞
鶴
」
「
悦
の
水
」
で
あ
っ
た。

な
お
、
こ
の
献
上
に
際
し
て
は
、
禁

裏
と
東
宮
に
は
あ
ら
か
じ
め
願
書
を
提
出
し
た

う
え
で
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、
仙
洞
と
中
宮
に
は
願
書
を
提
出
し
て
お
ら
ず
、
虎
屋
の
ほ
う
か
ら
ぜ
ひ
に
と
お
届
け

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「
掟
書
」
の
世
界

お
も
て

江
戸
時
代
、
虎
屋
に
限
ら
ず
比
較
的
大
き
な
商
家
で
は
、
店
主
と
奉
公
人
た
ち
を
中
心
に
し
た
表
（
店
）
の
世
界
と
、

店
主
で
も
あ
る
家
の
当
主
を
中
心
に
し
た
奥
（
家
庭
）
に
分
か
れ
て
い
た

。

ま
た
、
そ
こ
で
働
く
人
々
が
―
つ
の
家
族

と
み
な
さ
れ
る
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
も
い
た

。

虎
屋
の
場
合
、
そ
う
し
た
絆
を
強
め
る
支
え
と
な
っ
た
の

が
掟
書
で
あ
る

。

そ
こ
に
は
虎
屋
に
働
く
人
々
の
規
範
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
も
の
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第 4 章 江戸時代後期の虎屋

眉ニー」臨蕪国聴芦譴饂屈

「掟書」（文化2年10 月 18 日 ）

と
。

ま
た
外
出
中
に
自
分
の
用
事
で
他
所
へ
寄
っ
て
は
い
け
な
い
、
断
っ
て
行
く
こ
と

。

一
、
御
用
の
お
客
様
で
も
、
町
方
の
お
客
様
で
も
丁
寧
に
接
す
る
こ
と

。

道
で
お
会
い
し
た
場
合
は
丁
寧
に
挨
拶

す
る
こ
と

。

一
、
虎
屋
へ
出
入
り
の
商
人
で
あ
っ
て

も
、
身
内
同
様
に
心
得
る
こ
と

。

一
、
お
客
様
が
世
間
の
噂
話
を
し
て
も
、
こ
ち

ら
か
ら
は
し
な
い

。

ま
た
、
子
供
や
女
中
の
お
使
い
で
あ
っ
て
も
、

丁
寧
に
応
対
し
て
冗
談
な
ど
は
言
わ
ぬ
こ
と
。

一
、
仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
を
励
み
、
上
の
者
が
徐
々
に
下
の
者
へ
教
え
る
こ
と

。

一
、
上
の
者
で
も
手
落
ち
が
あ
っ
た
場
合
は
遠
慮
な
く
注
意
し
あ
っ
て
、
常
に

「水
魚
の
交
わ
り

」
を
心
が
け
る

こ
と

。

一
、
特
に
精
勤
し
た
者
に
は
、
別
途
褒
美
を
出
す

。

一
、
資
材
の
購
人
担
当
者
は
上
か
ら
三
人
目
か
四
人
目
の
者
に
限
る
こ
と

。

一
、
道
具
の
出
し
入
れ
と
点
検
は
五
、
六
番
目
の
者
か
ら
支
配

人
の
裁
量
で
決
め
る
こ
と

。

一
、
仲
間
を
組
ん
で
悪
い
事
を
し
て
い
る
者
が
い
た
場
合
は
、
届
け
出
る
こ
と

。

も
し
そ

の
仲
間
で
あ
っ
て
も
抜

け
た
場
合
は
赦
免
し
て
褒
美
も
出
す
。

一
、
手
代
や
子
供
ま
で
常
に
書
道
や
算
術
の
勉
強
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い

。

そ
う
し
な
け
れ
ば
支
配
人
や
番
頭
に

昇
進
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し

、
将
来
独
立
し
て
他
の
商
売
に
つ
い
て
も
困
る
こ
と
に
な
る
の
で
奉
公
中
に

精
進
す
る
こ
と

。

一
、
親
し
い
お
客
様
で
も
七
ツ
時
（
午
後
四
時
頃
）
ま
で
は
酒
肴
を
出
し
て
は
い

け
な
い
。

但
し
遠
来
の
珍
客
は

別
で
あ
る

。

一、

男
女
は
む
や
み
に
話
し
て
は
い
け
な
い

。

お
客
様
の
と
き
は
礼
を
失
し
て
は
い
け
な
い

。

一
、
無
断
外
出
は
禁
止
で
あ
り
、
四
ツ
時
（
午
後
十
時
頃
）
に
は
帰
る
こ
と

。

遅
れ
る
場
合
は
使
い
を
寄
越
し
て

連
絡
す
る
こ
と

。
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第 1 部 前近代の虎屋

「
定
」
を
制
定
し

て
い
る

一
、
子
供
（
丁
稚
）
の
休
憩
は
支
配
人
の
指
図
に
よ
る
こ
と

。

一
、
火
の
用
慎
第

一
。

（
二
十
二
貝
参
照
）。

内
容
は
多
岐
に

一
、
奉
公
人
に
は
毎
月

二
回
酒
肴
を
出
す

。

た
だ
し

、
日
限
は
定
め
ず
御
用
の
状
況
を
み
て
支
配
人
の
指
図
に
よ

る
こ
と

。

こ
の
掟
書
は
子
供
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
大
人
か
ら
よ
く
説
明
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と

。

以
上
、
「
掟
書
」
に
は
細
々
と
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
商
人
に
と
っ
て
基
本
的
な
心
得
、
あ
る
い
は
店
を
―
つ
の
家

族
に
な
ぞ
ら
え
た
組
織
の
在
り
方
、
店
員
の
意
見
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
な
ど
、
現
在
で
も
学
ぶ
点
は
多
い

。

ま
た
休
憩
時
間
の
規
定
や
月

二
度
の
さ
さ
や
か
な
酒
肴
の
提
供
な
ど
、
当
時
の
店
員
の
生
活
の

一
端
を
う
か
が
い
知
る

史
料
と
し
て
も
興
味
深
い

。

い
わ
ば
店
の
憲
法
に
あ
た
る
「
掟
書
」
だ
が
、
な
ぜ
改
訂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
虎
屋

の
経
営
の
具
体
的
な
推
移
は
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
文

化
年
間
(

-
八
0
四
i

一
八
）
に

は
相
当
に
経
営
が
悪
化
し
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る

。

こ
の
事
態
に
対
し
て
店
の

改
革
を
も
っ
て
臨
ん
だ
九
代
黒

川
光
利
の
強
い
決
意
の
表
れ
が
、
「
掟
書
」
の
改
訂
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

五
年
間
の
堪
忍

次
い
で
文
化
四
年
(

-
八
0
七
）
四
月
、
光
利
は

わ
た
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
神
仏
に
対
す
る
信
仰
か
ら
記
し
て
い
る

。

虎
屋
は
菩
提
寺
の
ほ
か
に
も
多
く
の
寺
や
神
社
を

信
仰
し
て
い
た
が
、
ま
ず
天
神
様
、
雨
宝
院
、
観

音
寺
の
供
物
は
向
こ
う
五
年
間
お
断
り
す
る

。
一
方
嗚
滝
様
へ
は
菓

子
を
日
々
供
え
、
守
護
神
毘
沙
門
天
の
写
し
を
本
尊
と
す
る
北
野
の
萬
松
寺
（
臨
済
宗
）
に
は
毎
月

三
日
に
菓
子
を
供

え
る
こ
と
、
長
く
篤
い
倍
仰
心
を
よ
せ
て
い
る
山
科
の
花

山
稲
荷
神
社
は
毎
月
四
日
に

「あ
け
と
う
ふ
（
油
揚
げ
）
」

を
供
え
て
い
る

。

ま
た
威
徳
院
と
清
水
寺
に
は
正
月
、
五
月
、
九
月
に
お
供
え
と
あ
る

。

黒
川
家
の
菩
提
寺
、
東
山
の
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(
5
)明
治
後
廃
絶
、
現
在
は
同
じ
く
金
戒

光
明
寺
塔
頭
の
浄
源
院
が
菩
提
寺
で
あ

り
、
東
京
で
は
青
原
寺
が
菩
提
所
と
な
っ

て
い
る
。

日
常
生
活
に
つ
い
て
も
、
食
膳
の
始
末
は
手
代
か
ら

子
供
、
女
中
に
い
た
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
行
う
こ
と
や
、

店
と
店
主
家
の
洗
濯
な
ど
の
担
当
に
い
た
る
ま
で
細
々
と
指
示
し
て
い
る

。

こ
こ
ま
で
厳
し
く
倹
約
に
努
め
た
背

景
に

は
、
相
当
深
刻
な
経
営
の
悪
化
が
あ

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る

。

「
店
員
役
割書
」
の
制
定

光
利
は
こ
の
ほ
か
、
店

員
の
仕
事
の
分
担
を
事
細
か
に
記
し
た
「
店
員
役
割
書
」
を
文
化
六
年
(

-
八
0
九
）
に
書

き
残
し
て
い
る
。
一
部
が
欠
け
て
い
る
た
め
店

員
全
員
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
仕
事
の
指
示
系
統
か

ら
製
菓
道
具
の
準
備
点
検
、
原
材
料
の
準
備
か
ら

具
体
的
な
製
菓
に
関
す
る
業
務
、
お
客
様
へ
の
対
応
で
の
留

意
点
な

ど
を

一
人
ひ
と
り
詳
し
く
記
し
て
い
る

。

現
在
で
い
え
ば
職
務
分
掌
規
定
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う

。

な
か
か
ら
そ
の

仕
事
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

。

主
催
の
ほ
か
は
断
る
と
し
て
い
る

。

(5
)
 

黒
谷
に
あ
る
浄
土
宗
本
山
金
戒
光
明
寺
中
の
光
徳
院
に
お
け
る
法

事
は
、
た
と
え
先
祖
の
法
事
で
は
あ

っ

て
も
客
を
呼

ぶ
こ
と
も
配
り
物
（
引
き
物
）
を
す
る
こ
と
も
無
用
と
し
て
い
る

。

厳
し
い
倹
約
の
指
示
は
多
方
面
に
及
ん
で
お
り
、
雨
が
漏
ろ
う
と
破
損
が
み
ら
れ
よ
う
と
家
屋
の
普
請
は
無
用
と
い

う
文
言
に
は
悲
壮
感
さ
え
感
じ
ら
れ
る

。

ま
た
親
類
が
尋
ね
て
き
た
場
合
で
も
あ
り
合
せ
の
も
の
で
済
ま
せ
る
こ
と
、

商
売
以
外
の
外
出
は
控
え
、
信
心
の
参
詣
で
も
早
朝
に
家
を
出
て
早
く
帰
る
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る

。

商
売
関
係
で
は
、
調
度
や
原
料
の

買
い
入
れ
先
は
こ
れ
ま
で
の
出
入
商
人
に
限
る
こ
と
、
購
入
に
あ
た
っ
て
は
現
金

に
よ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る

。

こ
れ
は
掛
け
買
い
に
よ
る

一
時
的
な
借
財
の
増
加
を
抑
え
る

一
方
、
手
許
金
を
運
転

資
金
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
不
安
定
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

。

毎
月
晦
日
に
は
勘
定
を
、

五
節
句
に
は
棚
卸
し
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
他
の
店
と
比
べ
て
棚
卸
し
の
回
数
が
多
い
の
は
、
き
め
細
か
な
材

料
・

商
品
管
理
を
行
う
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
節
句
に
菓

子
の
売
り
上
げ
が
多
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う

。

ま
た
、

各
自
の
精
励
を
促
し
た
う
え
で
、
江

戸
時
代
の
資
金
調
達
手
段
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
講
へ
の
参
加
も
閑
院
宮
家
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一
、
伝
兵
衛
役
引
請

下
職
惣
調
物
な
ら
び
井
籠
菓
子
道
具
何
に
よ
ら
ず
吟
味
、
柴
炭
割
木
駄
賃
出
入
、
店
帳
面
毎
夕
売
掛
な
ら
び

に
現
銀
売
帳
面
引
き
合
わ
せ
、
万
奉
公
人
の
こ
ら
ず
下
知
承
り
申
し
つ
け
べ
き
事
、
な
ら
び
に
焼
物
引
請

。

菓
子
や
井
籠
あ
る
い
は
製
菓
道

具
全
般
の
確
認
、
炭
な
ど
燃
料
の
運
賃
の
管
理
、
毎
日
夕
方
に
売
り
掛
け
代
金
や
現

金
売
り
の
帳
合
い
を
行
い
、
す
べ
て
の
奉
公
人
へ
の
命
令
を
伝
達
し
、
製
菓
に
関
し
て
は
焼
き
菓
子
を
担
当
し
て
い
る

。

支
配
人
に
準
ず
る
地
位
に
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う

。

一
、
佐
兵
衛
役
引
請

餞
頭
、
温
飩
の
粉
仕
込
、
酒
米

・
温
飩
の
汁
類
な
ら
び
に
鰹
節

・
糀
．
梗
粉
・
餅
の
粉
干
候
節
吟
味
い
た
し

か
き
ま
わ
し
候
事
吟
味
、
も
っ
と
も
干
物
何
に
よ
ら
ず
右
同
断
申
し
付
け
べ
き
事
、
帳
面
立
合
之
節
粉
糀
の

留
引
請
改
め
申
す
べ
き
事

。

餞
頭
お
よ
び
う
ど
ん
用
の
粉
の
仕
込
み
の
担
当
者
で
あ
り
、
酒
米
や
う
ど
ん
の
汁
の
管
理
あ
る
い
は
鰹
節
や
糀
や
梗

米
の
粉
や
も
ち
米
の
粉
を
干
す
と
き
に
吟
味
し
な
が
ら
か
き
回
す

。

さ
ら
に
干
し
物
に
つ
い
て
も
同
様
の
役
割
を
行
う

。

ま
た
帳
合
い
の
と
き
に
は
粉
や
糀
の
確
認
を
し
て
い
る

。

中
位
の
人
物
で
あ
ろ
う

。

一
、
源
兵
衛
役
引
請

現
銀
売
な
ら
び
に
帳
脇
相
勤
め
、
枠
物
竹
の
皮
包
み
、
処
印
・
菓
子
袋
•
水
引
大
小
、
万
右
衛
門
手
替
わ
り

相
勤
、
店
二
階
な
ら
び
に
菓
子
籟
笥
、
店
残
ら
ず
掃
除
、
進
物
な
ど
の
節
立
合
引
請

。

現
銀
売
り
と
帳
付
け
の
補
助
、
綽
菓
子
を
竹
皮
で
包
み
、
所
印
や
菓
子
袋
、
水
引
を
管
理
し
、
上
位
者
の
万
右
衛
門

の
替
わ
り
を
務
め
る

。

ま
た
店
の

二
階
や
菓
子
窟
笥
お
よ
び
店
全
般
を
掃
除
し
、
進
物
の
と
き
は
立
ち
会
っ
て
い
る

。

比
較
的
下
位
の
人
物
と
思
わ
れ
る

。

光
利
時
代
に
は
、
こ
う
し
て
業
務
内
容
が
細
か
く
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
で
目
的
意
識
が
高
ま
り
、
店
も
組
織
化
さ
れ

て
い
っ
た

。
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(
6
)虎
屋
は
暖
簾
分
け
を
行

っ
て
い
な
い

が
、
菓
子
製
造
以
外
の
業
種
で
独
立
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
虎

屋
を
名
乗
ら
ず
菓
子

屋
を
開
業
す
る
場
合
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

(
7
)文
政
十
三
年
(

-
八
三
0
)
に
は
、

給
金
の
支
給
細
則
を
定
め
た
史
料
が
残
っ

て
い
る

。

る
。

奉
公
人
甚
兵
衛

と
こ
ろ
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
た
時
期
に
勤
め
て
い
た
甚
兵
衛
と
い
う
人
物
に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
る

。

当
時
、

虎
屋
で
は
奉
公
人

一
人
ひ
と
り
の
姓
名
、
出
身
か
ら
勤
務
履
歴
、
給
金
の
支
払
い
や
特
別
に
与
え
ら
れ
る
褒
美
ま
で
を

記
し
た
帳
簿
が
つ
く
ら
れ
て
い
た

。

残
念
な
が
ら
そ
の
史
料
そ
の
も
の
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
甚
兵
衛
と
い
う
人
物
に

関
す
る
部
分
が
半
紙

一
枚
を
二
つ
折
に
し

た
断
簡
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る

。

そ
の
史
料
に
よ
れ
ば
甚
兵
衛
は
文
化
五
年

（
一
八
0
八
）
二
月
に
人
店
し
て
い
る

。

父
の
職
業
は
わ
か
ら
な
い
が
大
黒
屋
甚
介
と
い
い
、
五
条
通
御

幸
町
西
入
の

紅
屋
伝
兵
衛
が
保
証
人
と
な
っ
て
い
る

。

十
年
間
の
年
季
奉
公
を
終
え
、
文
政
二
年
(

-
八

一
九
）
二
月
か
ら

一
年
間

の
御
礼
奉
公
を
務
め
て
い
る

。

こ
の
期
間
の
給
金
は

一
年
に
白
銀
五
枚
と
半
季
に
金

二
分
で
あ
っ
た

。

(
6
)
 

こ
う
し
た
給
金
の
ほ
か
に
独
立
に
向
け
て
積
み
立
て
が
行
わ
れ
て
お
り
、
甚
兵
衛
は
文

化
十

一
年
に
そ
の
積
立
金
の

う
ち
か
ら
金

一
両
を
借
用
し
て
い
る

。

ま
た
、
給
金
の
支
給
状
況
を
み
る
と
半
期
ず
つ

二
分
を
受
け
取
っ
た
ほ
か
に
、

(
7
)
 

小
遣
い
や
褒
美
を
も
ら
っ
て
い
る

。

褒
美
は
精
励
に
対
す
る
報
奨
金
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

。

ち
な
み
に
甚
兵
衛

は
三
十
三
歳
の
と
き
ま
で
虎
屋
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

。

奉
公
人
全
体
の
動
向
が
不
明
な
の
は
残
念
で

は
あ
る
が
、
こ
の
断
簡
史
料
を
み
る
だ
け
で
も
現
代
で
い
う
労
務
管
理
が
細
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

3

二
口
屋
の
吸
収
と
幕
末
の
虎
屋

一
、
虎
屋
と
二
口
屋

京
都
に
お
い
て
最
も
長
く
御
所
御
用
を
勤
め
て
き
た
菓
子
屋
は
虎
屋
と

二
口
屋
で
あ
る

。

両
店
は
、
京
都
に
お
け
る
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第 1 部 前近代の虎屋

(
8
)青
木
直
己

「禁
裂
御
用
商
人
に
み
る

経
営
の
継
承
に
つ
い
て
ー

御
用
菓
子
所
二

口
屋
能
登
の
場
合
ー

」
「立
正
史
学
」
七

十
二
号

平
成
四
年
(

-
九
九
二
）
三
月

i
 

町
以
柑
久
＞

K
'

畜
の

念h
氏
ネ
苓t
 

ー

t
t
ぃ

ろ

t
4
J

•
i 

r
i
t
且

が
む
竹
甚沖
最
叩

り

、
ー^
、
’

1

,
．

9
C
ゞ

7

ヽ

肪

t
i
 

二口屋 ・ 虎屋連名の絵図帳（幕末～明治頃）

た
だ
し
、
同
居
期
間
中
の
経
営
の

具
体
的
な
実
態
は
わ
か
っ
て
い
な
い

。

二
、
二
口
屋
の
経
営
悪
化
と
虎
屋
と
の
同
居

名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

。

有
名
菓
子
屋
と
し
て
、
と
も
に
買
物
評
判
記
な
ど
で
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
御
所
御
用
あ
る
い
は
御
所
へ

の
献
上
な
ど
も
と
も
に
勤
め
て
い
た

。

ま
た
、
今
H

の
業
界
組
合
に
相
当
す
る
上
菓
子
屋
仲
間
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
で
立
場
を
と
も
に
し
て
き
た

。

ま
た
、
取
り
扱
う
商
品
で
も
虎

屋
と

二
口
屋
に
は
共
通
点
が
多
く
、
ほ
ぼ
同

じ
菓
子
を
作
っ
て
い
た

。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に

『薙
州
府
志
』
に
よ
れ
ば
、
虎
屋
と

二
口
屋
は
餞
頭
や
羊
羹
な
ど
の
菓
子
、
う
ど
ん
、
興
米

の
名
店
と
し
て
記
さ
れ
、

『人
倫
訓
蒙
図
彙
』
や

『本
朝
世
事
談
綺
』
な
ど
に
は

京
都
の
有
名
菓
子
屋
と
し
て
両
店
の

二
口
屋
は
幕
末
に
い
た
る
ま
で
、
ず

っ
と
御
所
御
用
を
勤
め
て
い
た

。

し
か
し
、
そ
の
内
実
は
と
い
う
と
決
し
て
順

(8) 

調
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
江
戸
後
期
に
い
た
っ

て
経
営
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た

。

文
政
元
年
(

-
八

一
八
）
七
月
、

虎
屋
と

二
口
屋
が
連
名
で
御
所
の
御
賄
方
と
い
う
、
出
納
を
あ
ず
か
る
役
所
へ
、
困
窮
を
理
由
に
拝
借
金
を
願
い
出
た

史
料
が
あ
る

。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
冬
以
来
二
口
屋
は
極
度
の
経
営
不
振
に
陥
っ

て
お
り
、
虎
屋
の
も
と
に
身
を

寄
せ
て
な
ん
と
か
菓
子
の
御
用
を
勤
め
て
い
る

。

原
文
を
か
り
れ
ば
「
殊
更
追
々
不
如
意
二
相
成
候
に
つ
き
、
近
江

（
虎屋
）
方
江
同
居
仕
候
得
共
、
誠
に
以
難
渋
仕
候
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
二
口
屋
は
、
危
機
を
乗
り
切
る
の
に
虎

屋
と
同
居
と
い
う
方
策
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

。

そ
れ
は
両
家
が
経
営

内
容
も
近
く
、
長
ら
く
と
も
に
御
所
御
用
を
勤
め
て
懇
意
に
し
て
き
た
と
い
う
つ
な
が
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

。

同
居
か
ら
七
年
目
の
文
政
七
年
、

二
口
屋
は
大
丸
か
ら
銀
十
三
貫
を
借
用
し
て
い
る

。

こ
の
時
の
加
判
（
保
証
人
）

を

禁
裏
御
用
商
人
の
仲
間
で
あ

っ
た
川
端
道
嘉
、
丹
波
屋
喜
兵
衛
、
木
具
屋
又
左
衛
門
の
三
名
に
依
頼
し
て
い
る

。

こ

の
資
金
を
も
と
に
虎

屋
が
保
有
し
て
い
た
旧
店
舗
の
油
券
と
御
所
御
用
の
株
式
（
権
利
）
を
虎

屋
か
ら
買
い
戻
し
て
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第 4 章 江戸時代後期の虎屋

二
口
屋
が
虎
屋
と
同
居
し
た
理
由
に
、
御
所
御
用
の
類
似
性
を
あ
げ
た
が
、
再
起
し
て
独
立
を
回
復
す
る
た
め
の
資

金
も
、
業
種
こ
そ
違
う
も
の
の
、
御
所
御
用
商
人
の
仲
間
の
保
証
に
よ

っ

て
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

。

禁
裏

御
用
を
と
も
に
す
る
商
人
ら
の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
う
か
が
い
知
れ
、
御
所
御
用
を
勤
め
た
仲
間
で

業
種
を
越
え
て
何

か
と
協
力
し
あ
う
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う

。

仲
間
全
体
で
経
営
と
御
用
の
継
続
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り

重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

。

経
営
権
を
取
り
戻
し
た

二
口
屋
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の

碁
盤
は
弱
く
、
運
転

資
金
も
御
所
や
幕
府
の
京
都
所
司
代
の

御
用
代
金
を
引
き
当
て
と
し
た
借
用
金
で
賄
わ
れ
、
ま
さ
に
自
転
車
操
業
的
な
状
態
に
あ

っ
た

。

懸
命
の
努
力
も
む
な
し
く
、

二
口
屋
の
経
営
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
、
土
御
門
家
な
ど
公
家

屋
敷
へ
の
菓
子
御
用
の

継
続
が
難
し
く
な
り

、

虎
屋
が
肩
代
わ
り
し
て
い
る

。

そ
し
て
結
局
天
保
十
五
年
(

-
八
四
四
）
に
は
、
経
営
権
そ
の

も
の
も
虎
屋
に
移
譲
し
て
い
る

。

三
、

そ
の
後
の
二
口
屋

虎
屋
で
は
、
当
時
の
十

一
代
黒
川
光
賓
の
弟
政
太
郎
に

二
口
屋
の
名
跡
を
継
が
せ
て
い
る

。

し
か
し
、

二
口
屋
の
所

在
地
は
虎
屋
の
店
内
で
あ
り
、
経

営
は
実
質
的
に
は
虎
屋
に
よ

っ

て
行
わ
れ
て
い
た

。

の
ち
二
口
屋
の
株
（
経
営
権
）

の
名
義
も
虎
屋
の
主
人
弁
十
郎
(
+
二
代
黒
川
光
正
）
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
、
政
太
郎
は
名
目
的
な

主
人
で
あ
り
、

実
際
に
は
虎
屋
が
二
軒
分
の
御
用
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る

。

二
口
屋
の
名
跡
は
、
安
政
元
年

(
-
八
五
四
）
に
は
光
正
の
庶
兄
光
保
に

譲
ら
れ
る

。

光
保
も
実
際
の
経
営
は
行
わ

ず
、
二
口
屋
の
名
跡
を
維
持
し
た
ま
ま
、
虎

屋
が
実
務
を
引
き
受
け
る
体
制
が
続
い
た

。

こ
の
光
保
は
、
第
2

部
で
触

れ
る
東
京
遷
都
の
折
、
明
治
天
皇
と
と
も
に
東

京
へ
虎
屋
店
主
の
名
代
（
支
配
人
）
と
し
て
東
京
へ
移
っ
た
人
物
で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら

二
口
屋
の
用
号
は
、
明
治
以
後
に
は
正
式
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た

。

「旧
家
」
へ
立
ち
返
っ
て
い
る

。
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第 1 部 前近代の虎屋

幕末期売り上げ高の推移

貫

80 
r 臨時御用
·常御用

和暦 西暦 常御用 臨時御用 合計 常御用の比卑：％

天保 7年 1836 16,250.054 6,675.625 22,925.679 70.9 

弘化 2年 1845 11,528.723 8,396.125 19,924.848 57.9 

嘉永 2年 1849 7,344.675 11,518.430 18,863.105 38.9 

安政 7年 1860 14,282.231 12,423.048 26,705.279 53.5 

元治 2年 1865 17,069.235 63,076.722 80,145.957 21.7 

単位：貫（，）匁(. )
60 

40 

20 

゜

出典：各年 「大内帳」
天保7 弘化2 嘉永2 安政7 元治2年
(1836) (1845) (1849) (1860) (1865) 

四
、
幕
末
の
御
用
と
虎
屋

京
都
店
二
階
の
仏
間
に
は
、
虎
屋
の
守
り
本
尊
と

幕
末
期
に
お
け
る
御
所
の
注
文
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う

。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
十
代
黒

川
光
廣
の
頃
に
、
御
所
関

係
の
帳
簿
組
織
の
改
変
を
行
っ
て
そ
れ
ま
で
個
々
に
記
録
さ
れ
て
い
た
各
御
所
の
注
文
を
「
大
内
帳
」
と
し
て

一
冊
に

ま
と
め
た

。

天
保
以
降
元
治
二
年
(

-
八
六
五
）
に
い
た
る
大
内
帳
か
ら
、
当
時
の
御
所
へ
の
売
り
上
げ
の
推
移
を
見
て
み
よ
う

。

天
保
七
年
(

-
八
三
六
）
か
ら
安
政
七
年
(

-
八
六
0
)
の
期
間
の
売
り
上
げ
は
、

二
十
二
貫
余
か
ら
二
十
六
貫
前

後
で
推
移
し
て
い
る

。

年
に
よ
っ
て
は
金
額
に
多
少
の
変
動
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
幕
末
の
不
安
定
な
政
局
が
影
響

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

。

特
に
元
治
二
年
に
は
八
十
貫
を
超
え
る
売
り
上
げ
を
示
し
て
お
り
、
い
つ
も
の
年
の
四
倍
に

の
ぼ
っ
て
い
る

。

こ
の
急
激
な
増
加
は
、
当
時
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
面
も
あ
る
が
、
国
事
御
用
掛

な
ど
の
新
し
い
御
用
先
の
増
加
、
将
軍
の
在
京
中
の
御
用
あ
る
い
は

一
一次
に
わ
た
る
幕
府
と
長
州
藩
と
の
戦
争
な
ど
の

影
響
も
あ
ろ
う

。

売
り
上
げ
の
構
成
は
常
御
用
と
臨
時
御
用
に
分
か
れ
て
い
る

。

常
の
御
用
と
は
日
常
の
お
使
い
用
や
定
例
の
行
事
な

ど
で
、
臨
時
と
は
即
位
を
は
じ
め
定
例
外
の
注
文
を
指
し
て
い
る

。

主
に
承
る
の
は
や
は
り
常
御
用
で
、
た
い
て
い
過

半
を
超
え
、
天
保
七
年
に
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る

。

し
か
し
、
嘉
永
二
年
(

-
八
四
九
）
と
元
治
二
年
に

は
臨
時
御
用
が
突
出
し
て
増
え
、
嘉
永

二
年
が
六
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
元
治

二
年
に
は
七
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て

売
り
上
げ
を
急
増
さ
せ
て
お
り
、
当
時
の
あ
わ
た
だ
し
い
政
局
の
一
端
が
見
て
と
れ
る

。

凰
虎
屋

の
信
仰
を
め
ぐ
っ
て

江
戸
時
代
、
虎
屋
は
菩
提
寺
で
あ
る
金
戒
光
明
寺
中
光
徳
院
の

ほ
か
萬
松
寺
・
華
山

寺
・
威
徳
院
・
観
音
寺
•
雨
宝
院
な
ど
の
寺

売
り
上
げ
高
の
推
移

院
を
信
仰
し
て
い
た

。

そ
の
ほ
か
に
花
山
稲
荷
神
社
・
鳴
滝
様
・

天
神
様
へ
の
信
仰
も
み
ら
れ
る

。

以
下
に
主
な
も
の
を
紹
介
し
た

ヽ

°

し毘
沙
門
信
仰
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も
い
う
べ
き
毘
沙
門
天
の
尊
像
が
祀
ら
れ
て
い
る

。

普
段
こ
の
尊

像
を
安
置
し
た
厨
子
の
扉
が
開
か
れ
る
こ
と
は
な
い

。

長
い
歴
史

の
な
か
で
、
当
主
が
店
を
継
い
だ
折
に

一
度
だ
け
、
た
だ

一
人
厨

子
の
鍵
を
あ
け
て
拝
す
る
の
で
あ
る

。

近
年
で
は
十
五
代
武
雄
が

昭
和
三
十
六
年
(

-
九
六

一
）
一
月
二
十
八
日
、
十
六
代
光
朝
は

昭
和
五
十
年
五
月

一
日
に
拝
し
て
い
る

。

現
在
の
十
七
代
光
博
も
、

光
朝
死
去
の
翌
平
成
三
年
(
-
九
九

一
）
五
月
三
十
日
に
開
扉
を

済
ま
せ
て
い
る

。

こ
の
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が

二
代
吉
右
衛
門
に
関
わ
る
伝
承
で

あ
る

。

吉
右
衛
門
が
日
頃
信
仰
し
て
い
た
鞍
馬
の
毘
沙
門
天
参
詣

の
帰
途
、

「黒
川
、
黒
川
」
と
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た

。

し
か
し
、

あ
た
り
を
見
回
し
て
も
人
影
は
な
く
、
行
こ
う
と
す
る
と
、
再
び

吉
右
衛
門
を
呼
ぶ
声
が
す
る

。

ま
た
あ
た
り
を
探
す
と
、
道
脇
の

草
む
ら
の
な
か
に
毘
沙
門
天
の
尊
像
が
あ
っ
た

。

吉
右
衛
門
は
日

頃
の
信
心
の
た
ま
も
の
と
、
早
速
店
へ
持
ち
帰
り
、
虎
屋
の
守
り

本
諄
と
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る

。

毘
沙
門
天
の
感
得
に
は
諸
説
あ
り
、
ま
た
霊
験
が
天
皇
の
お
耳

に
入
っ
て
像
が
宮
中
に

三
日
間
留
め
管
か
れ
、
そ
の
後

虎
屋
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る

。

虎
屋
で
は
そ

の
毘
沙
門
天
を
秘
仏
と
し
て
、
新
た
に
写
し
を
つ
く
り

北
野
の
萬
松
寺
の
本
尊
と
し
た

。

歴
代
店
主
の
な
か
に

は
毘
沙
門
天
に
「
願
文
」
を
捧
げ
て
店
の
繁
栄
を
祈
っ

て
い
る
者
も
あ
る

。

現
在
本
社
ビ
ル
九
階
の
仏
間
に
安
置
さ
れ
て
い
る
毘

沙
門
天
の
尊
像
は
、
昭
和
五
十
年
萬
松
寺
か
ら
虎
屋
に

移
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年

一
度
の
大
般
若
会
や
月
参

り
の
ほ
か
に
も
日
々
香
華
が
絶
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

。

稲
荷
信
仰

京
都
店
や
東
京
店
に
も
稲
荷
社
が
勧
請
さ

れ
て
い
る

。

虎
屋
と
稲
荷
信
仰
を
記
し
た
興
味
深
い
記

録
が
あ
る

。

山
科
に
は
花
山
稲
荷
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
、
多

く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る

。

元
禄
年
間
の

『山
科
花
山
稲

荷
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、

一
条
虎
屋
で
は
花
山
稲
荷
神
社
を
篤
く
信

仰
し
て
店
が
繁
栄
し
た
と
あ
る

。

山
科
は
虎
屋
に
と
っ
て
深
い
関

わ
り
の
あ
る
土
地
で
あ
り
、
そ
の
関
係
か
ら
特
に
信
仰
し
た
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
い
わ
れ
は
は
っ
き
り
し
な
い

。

し
か
し
、
元
禄
時
代
以
降
の
帳
簿
に
は
稲
荷
の
火
炎
宝
珠
の
印

を
押
し
た
も
の
や
、
稲
荷
の
神
徳
を
た
た
え
る
和
歌
な
ど
が
み
ら

れ
、
経
営
困
難
に
な
っ
て
多
く
の
信
仰
を
控
え
る
状
況
に
な
っ
て

も
稲
荷
に
対
す
る
信
仰
は
続
け
ら
れ
て
い
た

。

江
戸
時
代
、
毘
沙
門
天
に
し
て
も
稲
荷
社
に
し
て
も
商
売
の
神

様
と
し
て
多
く
の
葬
敬
を
集
め
て
い
る

。

虎
屋
の
信
仰
も
そ
も
そ

も
は
そ
う
し
た
利
益
を
求
め
て
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
が
敬
虔
な
か
た
ち
で
現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
は

虎
屋
の
伝
統
に
育
ま
れ
た
社
風
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
こ
と

で
あ
ろ
う

。

＊
神
仏
に
願
い
ご
と
を
立
て
る
と
き
に
書
い
た
文
章

。

願
を
掛
け
た
神

仏
に
捧
げ
る
。
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て
い
き
た
い

。

将
軍
家
茂
と
和
宮

幕
末
に
な
る
と
撰
夷
運
動
の
高
ま
り
や
朝
幕
関
係
の
緊
迫
な
ど
、
政
情
は
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
し
て
い
く

。

朝
廷
の

権
威
が
回
復
す
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
京
都
に
政
治
の
中
心
が
移
り
、
十
四
代
将
軍
徳

川
家
茂
は
実
に
二
二
九
年
ぶ
り

に
上
洛
を
果
た
し
て
、
政
局
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た

。

そ
の
ほ
か
、
諸
大
名
が
多
く
の
家
臣
を
伴
っ
て
入
京
し
て
お

り
、
京
都
は
急
激
な
人
口
増
加
を
み
せ
て
い
た

。

将
軍

・

大
名
の
京
都
滞
在
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
人
口
の
急
増
は
、

虎
屋
の
御
用
を
増
や
す
こ
と
に
直
結
し
た

。

こ
の
頃
の
御
用
の

一
端
を
知
る
た
め
に
、
十
四
代
将
軍
徳

川
家
茂
へ
降
嫁
し
た
和
宮
親
子
内
親
王
の
成
人
儀
礼
に
関

す
る
記
録
を
見
て
み
た
い

。

当
時
、
宮
中
で
は
十
六
歳
に
な
る
と
餞
頭
に
萩
の
箸
で
穴
を
あ
け
て
月
を
の
ぞ
き
見
る

「
月
見
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
っ
た

。

万
延
元
年
(

-
八
六
O
)
六
月
十
六
日
、
こ
の
年
十
六
歳
に
な
っ
た
和
宮
の

も
と
に
「
ぎ
や
ま
徳
り
」
す
な
わ
ち
ガ
ラ
ス
製
の
器
に
入
っ
た
琥
珀
餞
頭
や
諏
訪
海
各
五
十
個
、
水
羊

羮

（
八
綽
）
．

水
仙
餞
頭

(
1
0
0
個
）
・
舞
鶴
（
五

桂
．）
・
椿
餅
（
三
十
個
）
・
大
焼
餞
頭
（
二
0
0

個
）
・

武
蔵
野
（
二
十
三

悼
）
・

御
献
餞
頭
（
二
十
個
）
な
ど
と
と
も
に
、
こ
の
行
事
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
月
見
餞
頭
が

―
つ
届
け
ら
れ

て
い
る

。

和
宮
の
徳
川
家
へ
の
降
嫁
が
勅
許
さ
れ
た
の
は
こ
の
四
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
る

。

ち
な
み
に
こ
の

三
年
後
、
家
茂
が
上
洛
し
た
折
に
も
、
虎
屋
が
菓
子
の
御
用
を
承
っ
て
い
る

。

文
久
三
年
(

-
八
六

三
）
三
月
四
日
、
陸
路
大
津
を
経
て
上
洛
し
た
家
茂
は

二
条
城
に
入
っ
た

。

そ
の
H

の
う
ち
に
光
正
が
召
し
出
さ
れ
、

将
軍
在
京
中
の
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

。

以
後
、
将
軍
か
ら
天

皇
や
宮
家
に
贈
ら
れ
る
菓
子
は
虎
屋
の
も
の
が
使
わ

れ
て
お
り
、
御
用
は
慶
応
二
年
(

-
八
六
六
）
の
家
茂
の
死
後
、
十
五
代
慶
喜
の
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

。

二
六
0
年
も
続
い
た
徳
川
幕
府
が
崩
壊
し
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る

。

明
治
と
い
う
新
時
代
の
到
来
を
、
虎
屋
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
対
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

第
2

部
で
み
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